
　平成２１年３月２８日に開催されました第９４回通常総会において、
平成２０年度事業報告等が承認されました。以下にその概要をお
知らせします。

�．平成20年度事業報告・収支決算（H20.3.1～H21.2.28）
　平成２０年度の本会活動としては、前年度に引き続き�協会基
本活動の活性化（会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿
件数の増加への対応）、�情報発信機能の強化、�国際化の促進、
�鉄鋼の学術・技術の活性化、�他学協会との連携強化等の実
施に重点をおいた事業活動を展開した。
　また、平成１８年度に策定された中期財務計画（平成１９～２１年
度）の２年目として目標を達成した。
　公益法人制度の抜本的改革に伴い、理事会にて公益社団法人
の取得を目指すことを決議した。
１．協会基本活動の活性化
　ここ数年来の会員減少、講演大会発表件数減少、「鉄と鋼」投
稿論文数減少などに歯止めをかけるため、昨年度に続いて協会
活動の見直しを行なった。その結果、会員数は平成１５年度を底
に増加してきたが、頭打ちの傾向が見えてきた。また、６０歳以
上会員の増加を目的にシニア会員制度の導入を決定した。
　講演大会発表件数では、１８、１９年度は横ばいで推移したが、
２０年度秋季講演大会では増加し、減少傾向が止まりつつある。

「鉄と鋼」の論文誌投稿件数は、特集号の発行などが奏効して増
加したが、依然として減少傾向にある。一方、「ISIJ Int.」につ
いては年々増加しており、特に海外からの投稿数の増加が著し
く、一段と国際化が進展した。また、論文投稿のページチャー
ジ制を導入した。
２．情報発信機能の強化
　（独）科学技術振興機構が運営する論文誌ポータルサイトであ
るJ-STAGEにおける「ISIJ Int.」の公開が定着してきた。また、

「鉄と鋼」の創刊号からのJ-STAGE 搭載にも着手した。その結果、
論文誌閲覧の利便性が一段と高まった。論文誌のさらなる充実
を目的に、査読者報酬制度の設置を決めた。
　「ふぇらむ」と「鉄と鋼」の合本化および「材料とプロセス」の
CD-ROM化を定着させた。
３．国際会議・国際交流の促進
　第４回世界製鋼会議（ICS'０８）を１２年ぶりに日本（岐阜）で開
催し、２０カ国から２９６名の参加者を集め盛会であった。また、
製銑数式モデル国際シンポジウムを東京で開催した。
　２国間シンポジウムではドイツ・ミュンスターで第１３回日本
－ドイツセミナーを開催した。

４．鉄鋼の学術・技術の活性化
�産学連携

　学術部会と技術部会による共同セミナー等を実施し、両
部会の活性化および産学連携の強化を図った。
　鉄鋼協会活動拡大検討WGの答申を受けて、産学の若手
研究者・技術者の一層の交流促進を図る「若手フォーラム」
の活動を活発に行なった。

�人材育成
　特定分野のレベルアップを目的とした鉄鋼工学セミナー
専科の充実を図った。また、活動強化事業の一環として、
鉄鋼関連の教科書などの発行を支援する「鉄鋼関連図書出
版支援事業」や、学生に鉄鋼分野をアピールする「学生鉄鋼
セミナー」の活動を実施した。
　JABEE（日本技術者教育認定機構）による技術者教育プ
ログラム認定制度の「材料及び材料関連分野」の幹事学協会
として、認定・審査業務に審査チームを派遣する等、本分
野における活動を推進した。
　鉄鋼のプレゼンス向上を目的に、新日本製鐵（株）代表取
締役社長（当時）三村明夫氏による「経営トップによる特別
講演」を春季講演大会で実施した。また、「ふぇらむ」１月
号掲載の「会長を囲む新春座談会」のカラー別刷りを全国の
大学や企業合わせて約１０００箇所に配布した。
�学への助成

　「産発プロジェクト展開鉄鋼研究」については６件の応募
があり、２件を採択した。新規研究会の設立提案に１２件の
応募があり、かつ質が高かった。そのため、学への助成予
算を増額し、知識集約型（A型）、技術開発型（B型）、鉄鋼関
連新分野探索型（C型）の３種類の研究会に合計７件を採択
し、研究会活動のさらなる活性化の道筋をつけた。鉄鋼研
究進興助成では１０７件と過去最高の応募があり、３３件を採択
した。

５．他学協会等との連携促進など
　日本金属学会との講演大会における相互聴講を本格実施した。
また、合同の男女共同参画委員会の設置など具体的な連携を進
めた。
　鉄鋼をはじめとして、材料のプレゼンス向上、新たなナショ
プロ実施などを目標に、材料分野に関する他学協会と連携して、
材料戦略委員会に参画し、また材料連合協議会の事務局を務め
た。
６．公益法人制度改革関連
　公益法人精度改革に伴い、H２０年１２月１日以降、本会は特例
社団法人「社団法人　日本鉄鋼協会」に移行した。なお、協会の
組織運営方法などは従来と変わらない。本会は、理事会にて、
公益社団法人の取得を目指すことを決議したが、その移行時期
などについては、慎重に進めることとした。 
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　今年のGWは高速道路料金の休日引き下げもあり、どこ
の観光地も大賑わいのようでしたが、読者の皆様はどのよ
うな休日を過ごされたことでしょうか。筆者は、今年は混
雑を避けてどこにも出掛けず、この編集後記を書いている
訳ですが、昔、この時期に実家の岡山県にある吉備津神社
に出掛けた事を思い出しました。吉備津神社は桃太郎伝説
のモデルと言われる吉備津彦命を祭った神社で、退治した
鬼の首が埋められていると言われる大釜で湯を沸かし、そ
の時に鳴る音で吉凶を占う鳴釜神事で有名です。その神社
でガイド役の初老の女性が、鬼ヶ島伝説と瀬戸内地方での

製鉄の歴史の不思議な繋がりについて語ってくれたのです
が、彼女の外見（白い着物に白髪）と臨場感たっぷりなミス
テリアスな語り口に、その場にいた人達は皆引き込まれ、
彼女の話に聞き入ってしまいました。思いがけない場所で、
昔の人々の暮らしと鉄の関わりに思いを馳せることが出来、
こんな切り口でも鉄の魅力が伝えられるのかと感心したの
を覚えています。今、縁あってふぇらむの編集委員をさせ
て頂いていますが、これからも新鮮な切り口で鉄の魅力を
皆様にお伝えするお手伝いができればと思います。
 （N.S.）
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�．平成21年度事業計画・収支予算（H21.3.1～H22.2.28）

　平成２１年度の本会活動としては、前年度に引き続き�協会基
本活動の活性化（会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿
件数の増加への対応）、�情報発信機能の強化、�国際化の促進、
�鉄鋼の学術・技術の活性化、�他学協会との連携強化等の実
施に重点をおいた事業活動を展開する。
　また、本年度は平成１８年度に策定された中期財務計画（平成
１９～２１年度）の最終年度（３年目）として目標の達成に努力する。
また、安定した財務基盤の構築のため引き続いて平成２２～２４年
度中期財務計画を作成する。
　公益法人制度における新社団法人への移行作業を進める。ま
た、アクションプラン（平成１７年度策定）による事務所移転の検
討を行う。

１．協会基本活動の活性化
　関係する各委員会の主導のもと、具体的な取り組みを行ない、
さらなる会員数、講演大会発表件数、論文誌への投稿数の増加
を図る。今年度より、会員数増を目的にシニア会員制度の導入
を図る。
２．情報発信機能の強化

１）合本化された「ふぇらむ」と「鉄と鋼」の定着化を推進する。
また、昨年に引き続き「鉄と鋼」・「ISIJ Int.」の両論文誌
の特集号の発刊等を行ない、内容の充実に努める。また、
電子投稿・審査システム、シニア査読制度および査読者
報酬制度の導入等を検討し、両論文誌のさらなるステー
タスの向上を目指す。

２）講演大会論文集「材料とプロセス」のCD-ROM化を継続
し、検索機能の強化等の利便性を向上させる。

３）本会創立１００周年に発行する鉄鋼便覧第５版の作業を進
める。

３．国際化の促進
　第２回鉄鋼科学国際シンポジウム（ISSS-２００９）（京都）等の国

際会議の開催を通じて国際交流を深める。
４．鉄鋼の学術・技術分野の活性化

１）本会の特色である産学連携の場を活用し、担当理事の総
括のもとで学術部会と技術部会との連携強化を継続する
とともに、新しい研究課題の発信を図る。

２）昨年度に引き続き「産発プロジェクト展開鉄鋼研究」と、
３グループ（A, B, C型）に再編成した研究会を推進し、次
代の研究のシーズ提案に努める。また、さらなる研究会
の活性化を図るため研究会等の制度の見直しを行う。

３）昨年度に引き続き、学術部会に設置した「若手フォーラ
ム」を活用して、産学の若手研究者・技術者の交流のさら
なる促進を図る。

４）次世代を支える人材育成のために、西山記念技術講座・
白石記念講座、大学特別講義等の内容の充実を図る。ま
た、鉄鋼工学セミナー・同専科、鉄鋼工学アドバンスト
セミナーの効率的運営に注力する。

５）「鉄鋼関連図書出版支援事業」や、学生に対し鉄鋼の学
術・技術を強くアピールする「学生鉄鋼セミナー」の活動
を推進し、次世代の人材発掘を図る。

６）鉄鋼のプレゼンス向上を目的に、経営トップによる特別
講演を実施する。

５．他学協会等との連携
　金属材料系学協会連携協議会を通じて、講演大会における相
互聴講、男女共同参画委員会など日本金属学会と実のある連携
を進める。
　材料分野に関する他学協会等と連携した連合組織である材料
戦略委員会や材料連合協議会の中核として、本会が材料分野の
学術・技術の先導役を務める。
６．新社団法人移行
　新しい公益社団法人への移行作業を行う。
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